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もう、今年もあと一ヶ月ちょっとで終わりになります。
コロナが収束しない中、医科歯科には国から慰労金、支援金の給付が発
表されています。
手続きをしていない先生方がいらっしゃるのであれば来年の２月末が期
限なので出来るだけ早く申請してください。
その後、実績報告も忘れないようにしてください。
申請すれば貰えるものなのでコロナ禍で大変な中、きちんと手続きして
給付してもらいましょう。
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

（N. T）

　今年のJ３リーグは当初予定されていた３月８日の開幕か
ら大幅に遅れて、６月27日に開幕しました。表紙の写真は
試合開始前のよく見かけるロアッソ熊本の集合写真です。
本来であれば肩を組んで密集して写真を撮影していましたが、
今シーズンは間隔を開けての撮影スタイルとなりました。
　今月号は山鹿市出身の河原創選手の特集を６～７頁に掲
載しております。シーズン中にも関わらずご協力いただき
ました河原創選手をはじめ、チーム職員の皆様に感謝申し
上げます。 ©AC KUMAMOTO
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コロナ禍における委員会のあり方　

理事　五島 嘉人

　今期より学術委員会を担当させて頂いております、荒尾市開業の馬場一英と申します。

　会員の先生方には平素より学術講演事業に御協力を頂き感謝しております。

　新型コロナウイルスによる感染拡大は、私たちの生活スタイルを急激に変えようとしてい

ます。オフィスワーカーのリモートワークを一気に加速し、ＩＣＴの活用がいよいよ本格化

されつつあり、様々な業種においてその営業形態の変更を余儀なくされ、ソーシャルディス

タンス確保の為家族や親しい方との関わり方さえ変化させようとしています。直近のパンデ

ミックである100年前のスペイン風邪の例を鑑み、これからは決して消滅することのないこ

の新型ウイルスと上手に付き合う ｢withコロナ｣ の行動様式を築いていかなければなりま

せん。いわゆる ｢三密｣ の状況を完全に回避するのが困難な私たちの日常業務においても行

動変容が迫られていますが、遠隔診療でそのすべてを完遂することは当然不可能であり、ダ

イレクトコンタクトの診療形態は今後も不変であるはずです。もう一度基本中の基本に立返

り、更なるスタンダードプリコーション（標準感染予防策）を徹底するのはもちろんの事

ですが、患者毎のフルＰＰＥ（個人防護具）の交換装備や、厳密な来院者のトリアージは

現実的に難しい側面があります。新たなウイルスの特性についての正確な情報を常に収集し

つつ、最適な対応を模索しながら、患者さん、スタッフ、私たち自身を守っていく必要があ

ります。一方でマスコミ各方面より散々感染リスクが高く危険な業種、職業であると、半ば

バッシングのように名指しされながらも、今現在歯科医院においての術者、患者間感染は報

告されていないので、従来からの歯科において行われてきた感染管理は一定に評価されうる

ものとも考えられます。

　学術委員会におきましては、日々発信される膨大なる情報の中から、会員の皆様に科学的

に正確でかつ有用な情報を提供すべく日々努めております。

　また、委員会事業において講演形式の研修事業の開催が困難となっておりますが、この機

会にeラーニングの推進を図っていきたいと思っております。既存の日歯Ｅシステムの教材

コンテンツには過去の日歯の会誌に掲載された文献をキーワードで検索可能でありますし、

ライブラリーや、生涯研修セミナーの動画を年度ごとに閲覧できます。同時に日歯の推進す

るwebex meetingsを使用した、各種Web講演会及び会議の開催を計画しております。会合

を企画するのが難しい昨今、こちらについてもお気軽にお尋ねください。

　今期よりセンター・介護委員会の理事を拝命致しました五島嘉人です。

　今年は新型コロナウイルス感染症の拡大や九州南部豪雨災害など県民、会員の皆様には多大

なるご心労、ご負担があった事と思います。特に豪雨にて被災された会員の先生方に対しまし

ては心よりお見舞い申し上げます。

　さて、センター・介護委員会では、口腔保健センターの運営や広報、障がい児（者）関連、

在宅歯科診療（在宅歯科医療連携室）等の業務を担当しております。

　口腔保健センターは、今年度より常勤歯科医師１人と常勤歯科衛生士２人を配置し、熊本県

における障がい者歯科診療の拠点となるべく整備計画を立てておりましたが、現在のコロナ禍

における診療体制の見直しや綿密な打合せをおこなった上での施設等への健診事業、スタッフ

への勉強会の実施など、新型コロナウイルス感染予防策に重点をおき活動しております。会員

の先生方で、障がい者歯科診療でお困りのことがあれば口腔保健センターまでご連絡ください。

　また、障がい児（者）や在宅歯科診療関連の研修会においては、コロナ禍の影響で中止となっ

たことを教訓に、感染予防策の徹底やWebでの開催を念頭に置き、計画の立て直しを考えてお

ります。

　在宅歯科医療連携室におきましては、今年度より地域における連携強化のために八代歯会、

菊池郡市歯会をモデル地域に選定し、実態調査をおこなっておりましたが延期となりました。

再開に向けての調査、情報収集を行いつつ、各郡市歯会や医療関係者、介護関係者など多職種

との連携強化やリーフレット、ホームページ及びマスコミ等を用いての周知活動を徹底してい

きたいと思います。

　私どもの委員会は、新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高い障がい者や高齢者の方々

の対応を行っております。会員の先生方のため、委員会事業を推進させることはもちろん、す

べての患者さんが安心安全に歯科医療を受診していただけるよう精一杯頑張ってまいります。

　今後とも、会員の皆様のご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
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発想力豊かにアイデアを持って

― 第18回理事会 ―
　10月28日（水）午後７時30分から県歯会
館にて伊藤会長他全役員、牧学院長出席のも
と開催された。
１．開会：椿副会長
２．挨拶：伊藤会長

　先日、来年度の事業計画ができましたが、
理事の皆様には委員会の意見を集約して計画
を立てて下さり、ありがとうございました。
それから先ほど、学院入学試験委員会が開催
されましたが、入学予定者が31名で、その
内訳は指定校推薦20名・高校推薦11名と、
昨年よりも推薦が減少しており大変厳しい状
況です。対策を検討するため、各郡市会長・
専務理事の先生方に解決策のアイデアをお伺
いしております。さて、先日のテレビ番組で、
北海道のある高校では授業のなかでディベー
トを取り入れ、題材を決めて話し合っている
という内容が紹介されました。我々も理事会
で毎回、何か一つ協議事項で題材を決めて話
し合いたいと思います。本日の題材は、歯周
病プロジェクトの推進策ですが、皆で考えて
意見を出し合い、どのように事業を展開して
いくかを考えねばなりません。先日、新たに
就任された県看護師協会会長とお会いして、
今後も共に協力し合いましょうとお話ししま
した。そこで大切なことは、歯周病予防にお
いても看護師や介護士の方々からアプローチ
してもらうことで例えばその方々から「最近、
歯科を受診しましたか。」と尋ねてもらうだ
けでも状況は変わってくると思います。理事
の先生方も、何か出来ることはないか常に考
え、アイデアを出していただきたいと思いま
す。我々の任期もあと８ヶ月程となりました
が、そのことを念頭に残りの任期もよろしく
お願いいたします。

３．議長選出：伊藤会長
４．議事録署名人：増田・水上監事
　　　　　　　　　伊藤会長

５．令和２年度会務報告：
（自：９月24日～至：10月25日）

　本会総務：理事会、常務理事会、各郡市会
長・専務理事連絡会議、くま歯
キャラバン隊

　学　　術：九州各県学術担当者会
　社会保険：九州厚生局・県庁との打合せ、

九州各県社会保険担当者会
　地域保健：委託事業打合せ、九州各県地域

保健担当者会
　広　　報：『熊歯会報』の校正、九州各県

広報担当者会
　学校歯科：委託事業打合せ、学校歯科委員

会
　医療対策：医療相談・苦情事例報告、九州

各県歯科医療安全対策担当者会
　センター・介護：在宅歯科医療連携室機能

強化事業打合せ、九州各
県地域保健担当者会

　厚生・医療管理：九州各県医療管理担当者
会、厚生・医療管理委員
会

　医療連携：委託事業打合せ、糖尿病・歯周
病医療連携研修会企画会議

　学　　院：理事会、学院体験入学、学院入
学試験委員会

　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員

協議事項でディベートを行なう理事会
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　　◦分山 英信 会員（第１種／熊本市／分
山矯正歯科クリニック）令和２年９月
30日　退職のため

　２．代表歯科医の変更
　　◦代表者　豊福 士文（第４種／阿蘇郡

市／阿蘇温泉病院）令和２年10月１日
　３．令和２年７月豪雨に伴う義援金の受け

入れ
　　　豪雨災害に伴う義援金の受け入れ団

体・金額を報告した。
　４．熊本県学校保健会協力寄附金
　　　今年度の協力寄附金額を報告した。11

月の定期発送物で会員に報告する。
　５．銀行取引のビジネスインターネットバ

ンキングへの移行
　　　肥後銀行の集配金業務停止等に伴い、

現在のファームバンキングからビジネス
インターネットバンキングへの移行を報
告した。

　６．宴席への本会役員の出席自粛
　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、宴席への本会役員の出席自粛を各郡
市歯会会長・同窓会会長へ通知すること
を報告した。

　７．会館貸出し再開の基準
　　　外部以外（郡市歯会・県衛生士会・同

窓会）へ利用・貸し出し方針に基づいて
貸し出すこと、万一感染者が出た場合に
は主催者の責任で消毒等を行ってもらう
こと等を報告した。

　８．クラウドストレージの導入
　　　クラウドストレージの導入、本会受信

文書の電子決裁化を報告した。
　９．８月末がん及び回復期の医科歯科連携

事業
　10．９月末会計現況
７．連絡事項：
　１．令和２年11月行事予定
８．承認事項：
　１．新入会員の承認【承認】
　　第１種会員１名の入会を承認した。

　令和２年度入会状況（10月末累計）

第１種会員／８名　第２種会員／２名
第３種会員／２名　第４種会員／２医療機関
　２．後援名義の使用依頼【承認】
　　◦第68回「熊本小児保健研究会」／熊

本小児保健研究会
　　　後援名義の使用許諾を承認した。
９．議題：
　１．熊本県スポーツ協会への免税募金【承認】
　　　県スポーツ協会への10万円の募金を

承認した。
　２．「いい歯の日」熊日広告への掲載【承認】
　　　熊日新聞への広告案を承認した。
　３．令和２年度熊本県委託事業に係る予算

【承認】
　　◦医科歯科病診連携推進事業（回復期）
　　　県委託事業に係る予算案を承認した。
　４．令和２年度臨時代議員会の手続きスケ

ジュール【承認】
　　　臨時代議員会のスケジュールを承認した。
　５．令和２年度（第36回）新入会員研修

会【承認】
　　　研修会の日程を承認した。
　６．警察歯科医会廃止に伴う委員会の設置

【承認】
　　　平時における研修や身元確認を行う目

的で災害時対策・警察歯科総合検討委員
会を設置する方針を承認した。

10．協議事項：
　１．歯周病プロジェクトの推進策
　　　プロジェクトの目的である県民への歯

周病の周知や健診の充実について、役員
一人ずつから意見を聞いた。

11．監事講評：
　増田監事より「今年度はコロナの影響で委
員会活動が思う様にできなかったが、来年度
はwithコロナで新しい事業を考える必要が
ある。伊藤会長が常に言われるように発想力
豊かに臨んでほしい。」、水上監事より「今朝
のテレビ番組で、認知症の発症に歯周病が関
係していると紹介されたが、我々から見ても
詳細に解説されて大変良かった。こうした最
近学問として確立した内容は会員に分かり易
く伝えた方が良い。」と述べられた。
12．閉会：宮井副会長

（広報　神﨑 理子）

第１種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

野
の

田
だ

　一
かず

樹
き

野田歯科口腔クリニック 菊池郡大津町美咲野1-22-22 九州大学
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特 集 河原創選手インタビュー（ロアッソ熊本）
　ロアッソ熊本の河原創選手にインタビュー
をおこないました。2020シーズンにロアッ
ソ熊本へ加入し、ルーキーイヤーでありなが
ら今シーズンここまで全試合出場していま
す。第３節セレッソ大阪U-23とのホームゲー
ムではプロ初先発出場し、プロ初ゴールも決
めました。ここまで３得点３アシスト（12
月４日現在）
　山鹿市開業の河原歯科医院、河原正明会員
の御次男である河原創選手にサッカーや歯科
について聞いてみました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇スポーツ選手は力を入れる時、歯を噛み締

めていますが、何か対策をしていますか？
サッカー選手はマウスガードしてないイ
メージがありますが、如何でしょうか？

 【回答】
　今は具体的な対策はしておりませんが、私
が知っているだけでも何名かはマウスガード
をしているＪリーグの選手はいます。歯を守
ることもそうですが、ボールを蹴るインパク
トの瞬間や相手に体を当てる瞬間には無意識
のうちに歯をぐっと食いしばるので、噛み合
わせを整えることが最大限の力を発揮する
ことにつながると思います。個人的にはパ
フォーマンス向上の選択肢の一つになると
思っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇サッカー選手としての夢、目標は何です

か？また、目標にしている選手はいますか？
 【回答】
　サッカー選手としての目標は、出来るだけ
長く選手としてプレーし、ファン・サポーター
から愛されて引退することです。目標にして
いる選手はいませんが、目標にされるような
選手になりたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇サッカー選手になっていなかったら、何の
仕事をしていたと思いますか？

 【回答】
　想像もつかないですが、正直、歯科医師に
はなっていなかったと思います（笑）
　自分自身、身体を動かすことの方が好きな
ので、スポーツ関係で働いていたと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇サッカー選手になる時お父様から言われた

言葉はありますか？
 【回答】
　 「プロ選手は身体が商売道具なので、しっ
かり身体のメンテナンスをすること」「後悔
することがないように頑張れ」という言葉を
言われました。選手としてプレーする中で、
この言葉の意味がよく分かってきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇歯科医師としてのお父さんはどのような存

在ですか？
 【回答】
　子どもの時は意識したことはなかったので
すが、自分が働く身になってからは尊敬する
存在です。歯科医師として技術を極めて、自
分の病院を経営し、患者さんが来るというの
は信頼されていることの証だと思うからで
す。職業は違いますが、通じるものはあるの
でとても尊敬しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇今年はコロナの影響があったと思われます

が、アスリートとしてどのようにモチベー
ションを維持されていましたか？

 【回答】
　コロナの影響でシーズンがいつ始まるか分
からない状況でしたが、開幕したときに良い
状態でスタートできるように、家でオンライ
ンのトレーニングで筋トレしたり、ジョギン
グしたりしてコンディションを維持していま

©AC KUMAMOTO
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たり、咀嚼回数を増やしたり、歯磨き後の歯
間ブラシを行う等、口内環境の美化に良いと
思われる事にはできるだけ取り組んでおりま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇今年の夏、横浜FCの専属歯科医（クラブ

デンティスト）の特集がテレビで放送され
ました。他のクラブでも契約しているのは
Ｊ1クラブでも複数と聞きます。セリエA
のACミランでは入団時に歯科健診が必須
であり、サッカー界でも歯科が重要視され
始めています。河原選手はクラブデンティ
ストの存在を知っていますか？

 【回答】
　はい。知っております。今後クラブがもっ
と大きな規模になっていけば、様々な医療体
制や練習環境も向上していくと思います。そ
のためには自分たちがまずはピッチ上で結果
を出し、応援してくれる方々をもっと増やし
ていくことが大切だと思っております。
　チームもＪ２復帰を懸けて懸命に闘ってお
りますので、今後もどうかご声援をお願いい
たします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
MF　河原　創　＜背番号６＞
1998年３月13日生
出身地：熊本県（山鹿市）
血液型：Ａ型

【経歴】山鹿FCＪ→ロアッ
ソ熊本Jrユース→ソレッソ
熊本（JFAアカデミー熊本
宇城）→大津高校→福岡大
学
　シーズン中にも関わらず、インタビューに
応じて頂きありがとうございました。
　チームの勝利と昇格へ向けて、今後益々の
ご活躍を祈念いたします。

頑張れロアッソ！頑張れ河原選手！

した。また、出来るだけ生活習慣をくずさな
いように心掛けておりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇歯科には、食育という言葉があります。ま

た、歯と食生活は心身の健康状態にも関係
があると言われています。河原選手が食で
こだわっている事や日常生活で気をつけて
いる事はありますか？

 【回答】
　食でこだわっていることはきちんと３食バ
ランス良く摂ることを意識しています。自分
の身体の状態をチェックして食べるもの、必
要なものを考えて食べています。
　また食事後はきちんと毎回歯を磨くように
しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇サッカー選手は見られている立場でもあり

ますが、口元で気になっている事はありま
すか？気になる場合どのような事が気にな
りますか？

 【回答】
　今年プロに入団して、先輩選手の中にも歯
のホワイトニングなどを定期的に受けている
方が多いと感じております。取材やファン
サービスなど写真や映像を撮られる機会が多
い職業なので、歯の白さや歯並びには気をつ
けたいと思っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇海外のアスリートは、体と同じくらい歯に

も気を遣っていると聞きますが、歯の事で
日頃から気をつけていることやメンテナン
スで心がけている事はありますか？

 【回答】
　確かに、海外クラブには疲労回復のために、
練習や試合直後に歯磨きを義務化しているク
ラブもあると聞いたことがあります。
　そもそも口内炎や虫歯など口内環境に不具
合がでれば、必ずプレーへの集中力も落ちる
と思いますので、私自身も甘い食べ物を控え

©AC KUMAMOTO
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　南関の大林会員からバトンを渡された山鹿
の河原です。私と大林先生との出会いは私の
大学の入学式の前日、アパートの隣の部屋に
挨拶にいくと大林先生の友達の部屋で大林先
生に連絡をとってくれました。その夜、朝５
時まで飲みにつれて行ってもらったというか
連れていかれたのが最初の出会いでした。そ
れから40数年、２人共お爺ちゃんになってい
るわけですが、家族ぐるみの付き合いをさせ
ていただいております。大林先生が学校歯科
の理事に就任されたとき、私は副委員長、委
員長として10年間お手伝いをさせていただき
ました。行政や養護教諭との関わりもでき、そ
の間３つの全国大会が熊本で開催されました。
準備が大変な事もありましたが事前視察で愛
媛や群馬など各地を回れたのも良い思い出に
なっています。学校歯科の仕事をするまで歯
科医師会のことに、あまり関心もなかったの
ですが当時の浦田会長はじめ渡辺専務、執行
部の先生方が会員のために一生懸命尽力され
ている姿に接し内部に入って仕事をしないと
大変さはわからないものだと痛感しました。
　次に少し家族の事を。家族構成は女房、４
人の子供と孫が２人です。今年、次男の創が
プロサッカー選手としてロアッソ熊本に入団

しました。新人な
がら開幕から全試
合に出場し頑張っ
ております。守備
的MFであります
が３得点を挙げて
チームに少なから
ず貢献しているよ
うです。ロアッソ
熊本は昨年J ３に
降格してしまいま
した。今年は是非
ともJ ２に昇格し
て熊本のサッカー

界を盛り上げてほしいと思います。応援よろ
しくお願い致します。
　今年は新型コロナウイルスの影響で窮屈な
年になりました。そこで先日GOTOトラベル
を利用して雲仙にある「旅亭半水慮」に宿泊
してきました。行かれた方もいらっしゃると
思いますが6,000坪の日本庭園の中に14の離
れ宿が散在する高級旅館です。最初から驚き
でした。まず敷地内への入り口は車を前につ
けると格子戸が自動で開き緑に包まれた空間
が広がりました。受付を済ませて宿泊する数
寄屋造りの棟の玄関を開けると土間だけで６
畳くらいの広さがありました。一見、平屋に
見えますが斜面に建てられているため２階が
玄関になっており２階には床の間と座敷、檜
造りのお風呂があります。１階の和室での日
本庭園を眺めながらの食事はすべてが絶品で
上品な味、食べつくしきれないほどの食事を
いただきました。また１階の出入り口で14
棟が地下通路でつながっており大浴場にも行
けるようになっています。温泉は露天風呂、
サウナ付きの大浴場が90分間貸し切りにす
ることができました。久しぶりに硫黄の匂い
のする温泉に入り疲れも吹っ飛びました。庭
園の景色が紅葉まで、あと少しだったのが残
念でしたが、おもてなしも大変行き届いてお
り感動と安らぎの１日でした。
　次回のリレー投稿は熊本県最北の地、鹿北
町で頑張っている体の大きい小林会員にお願
いしたいと思います。

リレー投稿
○48

　　　　GO TOトラベルを利用して

山鹿市　河原 正明　

我が家より広い半水慮　水無月

ドリブル突破する次男　河原　創
©AC KUMAMOTO
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いよいよオンライン資格確認へ向け本格始動

― 九州各県医療管理担当者会 ―

　10月３日（土）午後２時より県歯会館３階
会議室において、標記会議が開催された。今
年度は宮崎県が主催となるが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により九州各県医療管理
担当者および三井日歯常務理事の参加でオン
ラインでの開催となった。高橋宮崎県歯副会
長の開会の辞の後、重城宮崎県歯会長、三井
日歯常務理事から挨拶があった。次に座長が
選出され、座長に黒木宮崎県歯専務理事、副
座長に渡慶次沖縄県歯医療管理理事が選出さ
れた。
　まず、三井日歯常務理事より日歯報告があ
り新型コロナウイルス感染症流行による全国
の歯科医院の経営状況の現況、みんなで安心
マークの推奨、医療関係者慰労金、感染対策
補助金の解説があった。また、オンライン資
格確認やキャッシュレスの端末機器導入につ
いての説明もなされた。
　その後、協議に入った。内容は以下の通り
である。
⑴　令和２年度九州各県医療管理関係事業計

画および予算について
⑵　各県提出協議題について
　１．新型コロナウイルス感染症への対応に

ついて
　２．新型コロナウイルス感染症に関連した、

医療機関と患者やスタッフ間のトラブル
について

　３．コロナ禍における会議・研修会・講習
会の開催について

　４．新型コロナの秋冬以降の流行に向けて
の歯科医院の診療体制、雇用の確保につ
いて

　５．コロナ不況に対する支援策について
　６．歯科衛生士の確保に向けた施策につい

て
　７．歯科助手養成について
　８．従業員の健康診断について
　９．災害時の口腔保健活動について
　10．医院承継について

　11．SNS上での誹謗中傷、誤解を招きやす
い表現への対応について

　12．消防署の立ち入り検査について
　13．歯科医療安全管理対策マニュアルの作

成配布について
⑶　日歯への質問・要望について
　１．新型コロナウイルス感染症に関する国

民の啓発について
　２．キャッシュレス化について
　３．医療放射線の安全管理の指針について
　４．サイバーパトロールに関して日歯とし

ての会員の対応について
　５．人材派遣会社、広告業者とのトラブル

について
　６．マイナンバーカードによるオンライン

資格確認について
⑷　その他
　１．歯科医師が行うPCR検査に対する日歯

の見解について
　協議題は新型コロナに関するものも多かっ
たが、その他の協議題についても活発な意見
交換が行われた。有意義な会議となったが、
現在はコロナ禍により様々な活動に支障が出
ており、改めて早く日常に戻れる日が待ち望
まれる。会議は次期開催県の挨拶と崎山宮崎
県歯常務理事の閉会の辞をもって定刻に終了
した。来年は沖縄県での開催が予定されてい
る。

（厚生・医療管理　牧 潤一）

工藤理事が回答する様子

厚生・医療管理
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令和２年度診療報酬改定の分析と新型コロナ
ウイルス感染症への社会保険上の対応

― 九州各県社会保険担当者会 ―

　10月３日（土）午後２時より県歯会館にて
Web会議の形式で標記会議が、開催された。
今年度の担当は沖縄県で、本県からは、椿副
会長、舩津・野田理事、桐野委員長と清水・
橋本・園田副委員長が出席した。会議は、齊
藤沖縄県歯委員長の開会の挨拶で始まり、真
境名沖縄県歯会長の挨拶に続き、林日歯常務
理事の挨拶、出席者紹介があった。座長に上
原沖縄県歯理事、副座長に江里福岡県歯理事
を選出し会議が進行された。林日歯常務理事
の日歯報告後、協議が行われた。
＜日歯報告＞
１．社会保障の持続可能性の確保（応能負担

や応益負担）
２．予防・健康づくり
３．データヘルス改革
　上記３つの2040年の社会保障を見据えた
キーワードが上げられた。
　また、令和３年３月（予定）のオンライン
資格確認スタートに向け、オンライン資格
確認を医療機関で行うための準備について、
カードリーダーの導入、マイナンバーカード
又は保険証を提示されたときの確認の流れの
説明があった。歯科の診療行為別に見た１日
当たり点数の構成割合について、歯冠修復に
関しては１日当たりの点数に比べ算定回数が
減少していた。歯冠修復算定回数の経年変化
について、歯冠修復全体は、2017年をピー

クに９％減少し、金属歯冠修復算定回数の経
年変化は、2017年をピークに19％減少して
いた。令和２年度診療報酬改定の分析、改定
後の新規歯科医療技術の保険収載（純チタン
２種、CAD/CAM冠用材料＜Ⅳ＞）、金パラ
価格について随時改定Ⅱの導入、新型コロナ
ウイルス感染症に係る歯科の電話等診療の仕
組みについて解説があった。
　施設基準について、日歯E-systemを活用
した臨時的な研修受講、指導・監査等の実施
について、地方厚生局は歯科医師会と調整し
合意を得て実施することなど、新型コロナウ
イルス感染症に係る情報についても確認し
た。歯科に関係している疑義解釈（その23
まで）、電話やオンラインによる診療を行う
場合の手順と留意事項、新型コロナウイルス
感染症に係る診療報酬上の臨時的な取り扱い
について確認をした。
＜協議＞
１．九州各県歯科医師会の社会保険関係事業

の計画と予算
２．各県提出協議題（30題）
３．日歯への要望及び質問（21題）
　上記協議について質疑回答がおこなわれ
た。最後に垣花沖縄県歯委員長の挨拶で閉会
となった。

（社会保険　桐野 美孝）

社会保険
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コロナ禍でのWeb会議を開催

― 九州各県広報担当者会 ―

　10月17日（土）午後２時より、佐賀県が主
催となり九州各県の歯科医師会館において
Web会議で標記会議が開催された。本県か
らは永松常務理事と神﨑理事の２人の参加と
なった。
　原佐賀県歯専務理事の開会の辞に始まり、門
司佐賀県歯会長と小山日歯常務理事の挨拶が
あり、その後座長に陣内佐賀県歯常務理事、
副座長に中村長崎県歯理事が選出された。
　小山日歯常務理事より日歯報告後、協議に
入った。協議内容は次の通りである。
⑴　令和２年度各県広報関係事業計画及び予

算委ついて
⑵　各県提出協議題について
　１．メールマガジンの登録者数について（長

崎）
　２．定期刊行物の誌面を充実する策につい

て（長崎）
　３．歯科診療所被災マップ公開システムの

他県での活用状況について（長崎）
　４．コロナ禍での事業縮小に伴う予算執行

等について（鹿児島）
　５．現状での月報の発行状況について（大

分）
　６．月報掲載広告について（大分）
　７．デジタルな内部広報の利用について（宮

崎）
　８．デジタル以外での歯科医師会の広報活

動について（宮崎）
　９．デジタルを使った広報活動の費用対効

果について（宮崎）
　10．ペーパーレス化について（沖縄）
　11．コロナ禍による歯科受診率の低下対策

について（沖縄）
　12．歯科保健の条例等に関するイベントに

ついて（沖縄）
　13．歯科医師会未入会医院への入会促進に

ついて（沖縄）

　14．各県歯科医師会の会報の発行について
（佐賀）

　15．コロナ禍での各県での広報活動につい
て（佐賀）

⑶　日本歯科医師会への質問・要望について
　質問では、日本産科婦人科学会が作成した

「Babyプラス」について日本歯科医師会会員
の掲載は現在どのような状況になっているの
かというものだった。
　日本産科婦人科学会との共同取り組みの
一環として、妊婦向けスマートフォンアプ
リ「Babyプラス」に歯科医院情報を掲載す
るに当たり会員に日歯HPメンバーズルーム
からの登録をお願いしており９月30日現在
約5,500件の歯科医院情報が掲載されたとの
ことだった。今後も登録歯科医院を増やして
いきたいということで会員の先生方への周知
について協力してほしいとの回答があった。
　協議終了後、「人に届く、これからの広報」
と題して株式会社佐賀広告センター取締役　
宮副直紀様の講演が行われた。インパクトの
あるCMや広報活動を事例に挙げこれからの
広報活動について熱く講演された。
　講演終了後、次回開催県の中村長崎県理事
による挨拶があり、原佐賀県歯専務理事の閉
会の辞で会議は終了した。

（広報　神﨑 理子）

Web会議で協議する出席者

広報
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Webにて活発な意見交換

― 九州各県地域保健担当者会 ―

　10月17日（土）午後３時より、Webにて標
記会議が開催された。本県からは、松本常務
理事、長野理事、髙水間理事、五島理事の４
人が出席した。
　まず、開催県の長崎県より、「コロナ禍の中、
Webでの開催となりましたことをご了承い
ただき御礼申し上げます。また、現在は新型
コロナウイルスの状況も落ち着いているよう
に見えますが、秋冬にかけ、再流行のおそれ
もありますので気を引き締めていきたいと思
います。」と挨拶があった。
　続いて、小玉日歯常務理事より、日歯での
新型コロナウイルス感染拡大防止への取り組
みについての説明と令和２年７月豪雨の九州
での被害についてのお見舞いの言葉が述べら
れ、引き続き、日歯の現状報告があった。
＜日歯報告＞
１．産業保健関係
２．成育医療等の在り方（成育医療等協議会）
３．全国がん共通医科歯科連携講習会
４．脳卒中・循環器病対策関係
５．オーラルフレイルの展開
６．次期介護報酬改定関係
７．認知症対応力向上研修関係
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大など
で上記の取り組みの中止や延期などで遅れは

あったものの、少しずつ進めているとのこと
だった。さらに、日歯への要望及び質問に対
しても説明があった。その後、各県の参加者
で予算及び事業計画ならびに提出協議題につ
いての報告や取り組みについて議論した。そ
の中で、コロナ禍での訪問歯科診療の在り方
や口腔ケア方法の変化などについて活発な意
見が飛び交った。今回、初めての九州各県担
当者会でのWeb開催だったが、特に映像や
音声トラブルもなく、スムースに会議は進行
された。最後に次期開催県の佐賀県より、来
年度は是非皆様とお会い出来ることを楽しみ
にしたいと述べられ、無事に会議は閉会され
た。

（地域保健　髙水間 奨）

本県から地域保健とセンター介護より４人参加

・センター介護地域保健
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― T １パークとのコラボ企画打合せ ―

総合政策プロジェクト報告
若年層への歯科啓発のために

 ・女性は、「ホワイトニング」や「矯正」に
興味があるので、美容系を入り口として歯
科受診を勧める。

 ・１回目に歯科医院に行くことが学生にとっ
てハードルが高いので、初診を無料にする
といいと思う。

　想像以上に若者の視点から様々な意見が出
て、とても充実した時間であった。県外出身
者がほとんどで、一人暮らしでアルバイトを
しているため、費用面と時間が気になるとい
う意見が多かった。今後、若年層への歯科医
師会のイベント情報や歯科啓発情報の発信の
行い方を考える必要があると思った。
　また、学生をご紹介していただいた寺原自
動車学校様が発刊している「T １パークマガ
ジン」及びWebサイトで、ミススマイルコ
ンテスト2020を開催し若年層への歯科啓発
を行なう予定である。
　高校までは学校での歯科健診があるが、そ
の後は歯科健診を受ける機会がなく、自治体
や事業所が行う歯科健診に任意で受けること
になるが、受診率は低いのが現状である。何
か調子が悪くならないと受診しない事が多い
歯科であるが、若い頃から歯科健診が定着し
て生涯健康で過ごせる一助となるように働き
かけていきたい。

（理事　髙水間 奨）

　10月26日（月）、11月11日（水）県歯会館
にて若年層への歯と口の健康啓発プロモー
ションとして、県内の大学生と意見交換を
行った。県歯からは、秋山副学院長、石井理
事と髙水間理事が出席した。
　髙水間理事と石井理事から、歯科健診の重
要性について、定期歯科健診で医療費削減に
つながること、歯周病と全身疾患との関係等、
簡単に話をした。また、秋山副学院長からは、
歯科衛生士と歯科助手の違い、歯科衛生士の
仕事について説明があった。
　出席した学生に自己紹介をしてもらい、歯
科に関するいくつかの質問を行った。

◇最後に歯科医院に行ったのはいつか？
 ・小学校高学年、中学、高校
 ・半年以内（顎が痛くなった）

◇歯科健診について
 ・話を聞くと歯科健診に行かなくてはと思う

が、どれくらい費用がかかるか不安。
 ・定期歯科健診の時間、その後の治療にかか

る期間がわからない。
 ・どこの歯科医院に行けばいいかわからな

い。

◇どうしたら歯科健診を受けるか？
 ・自治体の医療費補助を大学生まで引き上げ

てくれたら行きやすくなると思う。
 ・献血は学校に来てくれるから行ってみよう

と思うので、学校で診てくれたら良いと思
う。

 ・自分の悩みにあった歯科医院を紹介しても
らったら、そこに行こうと思う。

◇歯科医院に足が向くようにする情報発信に
ついて

 ・SNSを使った情報発信
 ・歯科受診しなかったら将来的に貴方の口は

こうなるという画像を見せる。

県内の大学生を交えての意見交換
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天草郡市歯科医師会

みんなで力合わせピカピカに

― 歯恩の碑の清掃活動 ―
　10月17日（土）午後３時30分より、天草市
本渡南公園に於いて「歯恩の碑」の清掃が行わ
れた。例年、天草郡市歯会主催の歯牙供養祭が
催される数日前に会員総出（一応は）で行われ
ることになっている。参加者それぞれに剪定ば
さみや脚立、電動草刈機を持寄り、下顎をモチー
フとした石碑周りの植木をきれいに整え、その
周囲の清掃も行い心地よい汗をかいた。
　各郡市歯会の先生方、このご時世の状況が収
束し各会で研修旅行を再開されるようになった
ら、是非とも天草にお出で頂き、「歯恩の碑」
前で記念撮影されてはいかがでしょうか？その

歯恩の碑の前にて

郡市会報告

間隔を開けて説明を聞く

くま歯キャラバン隊の活用を！

― 「熊本県新型コロナ感染拡大防止等支援金」申請説明会 ―
　10月24日（土）午後４時より、天草市の肥後
銀行天草支店の大会議室で県歯社保担当の野田
理事をお招きし、標記説明会が行われた。県歯
から送付されたマニュアルを手にオンライン申
請、CD-Rや紙媒体、各医院の状況に合わせた
申請方法をわかりやすく説明された。理解が難
しかったマニュアルの中の内容に関して、一つ
ひとつ丁寧に解説して頂いた。締め切りに間に
合うよう、各会員にとって大変有意義な説明会
となった。

（槌本 亮二郎）

事務局の年末年始休業

　　　仕事納め：令和２年12月28日（月）午後５時00分・業務終了
　　　年末・年始休業期間：令和２年12月29日（火）

～令和３年１月３日（日）
　　　仕事始め：令和３年１月４日（月）午前８時30分・業務開始

折は歓待いたします。
（槌本 亮二郎）
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天草郡市歯科医師会

歯牙供養はありがとうの精神
― 第62回歯牙供養祭 ―

　10月31日（土）午後２時より天草市の南公園
下の東光寺において、標記供養祭が執り行われ
た。例年天草歯科医学大会と同日に行われてい
たが、今年は時節柄講師も含め来年へそのまま
持ち越しとなり、供養祭のみの催しとなった。
先ず森口会長が祭文奏上の中で「超高齢化の中
で誤嚥性肺炎や認知症の改善に於いて歯科の関
わりが益々重要になってきている。」と話され、
続いて住職の読経が流れる中、会員が一人一
人「歯牙の霊」に対し焼香を行った。例年、摂
食の重要な働きを担う歯牙に対する感謝の場と
して連綿と続いている行事だが、一地域として
の取り組みながら可及的に末永く続いてほしい

歯牙供養祭の集合写真

と、心から願う次第である。
（槌本 亮二郎）

①今もっとも関心のあることを教えてください。 
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか。 
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください。 
④今後の抱負は何ですか。 

野
（ノダ　カズキ）

田　一樹

菊池郡大津町美咲野１-22-22

野田歯科口腔クリニック

①患者さんのプラークコントロールを良くす
るにはどうしたら良いか、常に考えていま
す。

②患者さんが自らケアできるように教育し、
足りないところをクリニックでサポートし
て、一生涯その人をみていくような診療

③マイクロスコープでプラークをみせて、位相差
顕微鏡で菌をみせて、患者さんを教育しま
す。口腔外科や障がい者診療も行います。

④幅広い年齢層のどんな悩みをもった方にも
対応できる地域の拠点となるようなクリ
ニックを目指します。

第１種会員第１種会員
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広報委員になって
熊本市　髙﨑 真由美

　今回より、広報委員会初企画「熊歯乙女の
ひとりごと」を始めることになりました。
　この企画は、女性会員の紹介を兼ねて、ラ
ンダムに選んだ女性会員の色々な思いや気に
なっている事等を書き綴ってもらおうという
ものです。
　トップバッターは私、髙㟢が努めさせて頂
きます。
　とはいえ、熱弁出来るような趣味や特技を
持ち合わせていないので広報委員としての

「つぶやき」のような『ひとりごと』を書き
たいと思います。
　開業して数年が経った頃、声をかけて頂き
広報委員会に参加しました。歯科医師会執行
部や各委員会の活動は定期発送物等で知って
いましたが、どこか漠然と目を通す程度で山
積みに放置していました。読書は好きでした
が、文章の校正など初めてのことで、先輩会
員の校正作業を見て終わる日々が続き、表紙

の写真も、元々のセンスの悪さが際立ち提出
するに及ばない写真だらけで、ご迷惑のかけ
通しの２期でした。今まで各委員会の努力を
漠然と見ていて申し訳なく思いました。
　会報を楽しみに、多くの方に読んでもらい
たい思いで、初の女性理事のもと３期目に突
入してしまいました！女性歯科医師が増えて
いく中で、女性歯科医師間のコミュニケー
ションがもっと図れる機会があると会を活気
づける一助になるのではないか、と勝手に
思っています。
　県民の健康志向も、（うちの患者さんで言
えることは）女性パワーで向上してきている
ように感じます。
　女性会員に県歯の仕事に興味をもってもら
えるように、県民に役立つ情報を発信できる
ように、残りの期間を頑張っていきたいと思
います。
　広報委員会で出会えた会員の先生方とのご
縁には、本当に感謝しております。

原稿と格闘中

熊歯乙女の
ひとりごと①

　11月10日（火）、７月豪雨で被災者の遺体の身元確認や検視に尽力した、本会会員２人に
県警本部長より、感謝状が贈られた。

相良　吉正 会員（人吉市）
松下　哲也 会員（八代市）

（順不同）

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告

ソーシャルディスタンスを保ちながら温かい指導を受けてます
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報 告 本会より感謝状の贈呈

　この度、吉永修福岡歯科大学同窓会会長（下益城郡歯会会長）にご尽力を賜り、福岡歯科大学
より建替え前の病院で使用していたユニット（５台）を令和２年７月豪雨で甚大な被害を受けた
本県へ寄贈していただきました。10月16日（金）福岡歯科大学にて水田理事長、髙橋歯科大学長
へ感謝状を贈呈いたしました。この場をお借りいたしましてご尽力いただいた関係者の皆様に深
く感謝申し上げますとともに、今後のご活躍をお祈り申し上げます。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置

被害状況の写真を熊埜御堂歯科医院より提供

福
岡
歯
科
大
学
に
て
本
会
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告 熊本県健康福祉部長との面談

　10月22日（木）午後１時30分より、県庁健康福祉部長室にて渡辺健康福祉部長と面談し、歯
科の現状説明と各種支援・要請を行った。
　まず、新型コロナウイルス感染拡大における初期段階に、県庁に依頼したマスク・アルコール
等の配給や調達先に対してアドバイスをいただいたことに対するお礼を述べた。また歯科医院に
おける感染予防策の徹底により現在まで歯科医院における感染がないこと、並びに今後も徹底し
た予防を県歯としても行っていくことに対して、更なるご支援ご理解を強く要望した。
　感染拡大防止支援事業における機器などについては、期限までにメーカーから納品できない製
品不足状況にあることを再度説明し、厚労省に対して発注書をもって対応できないのかを確認し
ていただくように依頼した。
　また、人生100年熊本コンソーシアムなどの諸会議において、歯科の委員を積極的に入れてい
ただく必要性（歯周病と全身の関係・口腔健康管理）を再度説明し今後の対応をお願いした。
　そして、日歯の「2040年を見据えた歯科ビジョン」並びにプレスリリースも持参し、令和に
おける歯科医療の姿について熊本県と共有していく体制づくりについても検討していくように要
望した。
　今後も、２～３か月に一度、資料を提示しながら懇談する予定である。

（会長　伊藤 明彦）
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報 告 木村敬熊本県副知事と面談

　11月６日（金）県庁にて、伊藤会長と木村敬副知事の面談が行われた。木村副知事は10月に副
知事に就任されたばかりである。まず、会長からご就任に対する挨拶を述べられ、歯科医院にお
けるコロナ感染例が熊本県においても発生していないこと、そして今後も新型コロナウイルス感
染対策について本会としてもしっかりと取り組んでいくことを報告し、熊本県へも今後の協力に
ついて依頼した。また、歯周病・歯牙欠損をはじめとする口腔健康管理が重要で、全身の健康や
医療費と関わりがあることについて阿蘇郡、デンソー、香川県などの例を提示して説明された。
これに対し、木村副知事からは、「歯が大切だということはよく理解できる。しかし、そのこと
が住民の多くに浸透していないのではないか、また、歯科健診を受ける人に世代間の隙間がある
のではないか」、などのお尋ねがあった。そして県民に歯の大切さをいかに訴えていくか考えて
いく必要があり、熊本県も共に取り組んでいきたいと述べられた。
　会長から、蒲島知事にいつも言っていただいている「県民の健康長寿は歯から」ということを
本会も全面的に押し出して協力していくこと、熊本県の広報への協力依頼、各種の医療政策にお
ける委員会に歯科の立場からの意見を入れていただけるよう本会からの参画依頼などが述べら
れ、面談を終えた。短い時間であったが、有意義な意見交換ができた。

（事務局長　田原 牧人）

会 務 報 告 自　令和２年９月24日
至　令和２年10月25日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

９月24日 【Web】第20回日歯理事会（伊藤歯科医院） 伊藤会長
25日 復興リハビリテーションに関する意見交換会（市医師会館） 宇治常務理事

26日 第１回各郡市会長・専務理事連絡会議　（１）日歯、連盟、一般会務、各委員会関係報告
 （２）協議（３）事前質問

伊藤会長他常務理事以上、工藤・馬
場理事

28日

第144回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎） 椿副会長
第17回理事会

【承認事項】
 （１）後援名義の使用依頼（２）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼

【議　　題】
 （１）令和２年７月豪雨災害における共済互助見舞金の支給
 （２）令和３年度各委員会概算要求協議日程
 （３）第59回全日本学校歯科保健優良校表彰の推薦　ほか

伊藤会長他全役員

10月５日 【Web】九地連役員会 伊藤会長、牛島専務理事

６日
第31回常務理事会
 （１）新入会員の承認（２）後援名義の使用依頼
 （３）講師の派遣依頼　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

７日 第828回支払基金幹事会（支払基金） 伊藤会長
【Web】課題解決型高度医療人材養成プログラム講義撮影（診療所） 牛島専務理事

８日 【Web】社会保険指導者研修会（伊藤歯科医院） 伊藤会長
９日 サンスターグループ来館 伊藤会長、牛島専務理事
10日 くまもと経済取材 松本常務理事
12日 医療対策関係ヒアリング 椿副会長、永松常務理事
15日 月次監査　９月末現況監査

16日 感謝状贈呈（福岡歯大）
　７月豪雨災害への支援 伊藤会長

19日 県医療審議会（県庁地下大会議場） 伊藤会長

20日
第32回常務理事会
 （１）令和２年度臨時代議員会の手続きスケジュール（２）令和３年度事業計画（案）
 （３）第18回警察歯科医会全国大会の視察　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員
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所管 日付 摘要 出務者

総　　務
22日 Web環境整備・学院に関する打合せ 牛島専務理事、宇治常務理事

24日 くま歯キャラバン隊（天草郡市）
 （１）感染拡大防止等支援事業申請説明会　受講者：32人 野田理事

学　　術

10月４日 令和２年度スチューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム日本代表選抜大会 伊藤会長

10日
【Web】九州各県学術担当者会
 （１）令和２年度九州各県学術関係事業計画及び予算について
 （２）各県提出協議題について（３）日本歯科医師会への要望及び質問について　ほか

伊藤会長、椿副会長、牛島専務理事、
馬場理事、内野委員長他全委員

社会保険

９月26日
【Web】社会保険委員会（各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
 （３）九州各県社保担当者会議　ほか

舩津・野田理事、桐野委員長他12委
員

10月3日 【Web】九州各県社会保険担当者会
　担当県：沖縄県歯会

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長、清永・橋本・園田委員長

８日 【Web】社会保険指導者研修会（各診療所） 椿副会長、舩津・野田理事

21日 九州厚生局・県庁との打合せ
　九州厚生局熊本事務所２人、熊本県２人、県歯５人

伊藤会長、椿副会長、舩津・野田理事、
桐野委員長

地域保健

10月１日 委託事業打合せ
 （１）介護者歯科実技研修事業 松本常務理事、長野・髙水間理事

９日 地域保健小委員会
　令和３年度事業計画・予算 松本常務理事、長野・髙水間理事

16日 第１回後期高齢者医療運営協議会（熊本県市町村自治会館本館） 牛島専務理事

17日 【Web】九州各県地域保健担当者会
　担当県：長崎県歯 長野・髙水間理事

広報
10月12日 広報委員会　（１）熊歯会報11月号　第１校目校正 神﨑理事、秋山委員長他４委員

【Web】１委員
17日 【Web】九州各県広報担当者会　担当県：佐賀県歯 永松常務理事、神﨑理事
20日 広報委員会　（１）熊歯会報11月号　第２校目校正 神﨑理事、秋山委員長他全委員

学校歯科

９月25日 県高等学校保健会第２回理事会（第一高校） 宮井副会長

10月１日 委託事業打合せ
 （１）歯及び口腔の健康づくり支援事業 宮井副会長、石井理事、高田委員長

16日 学校歯科委員会
 （１）研修会の日時・会場（２）担当者会議（３）くま歯キャラバン隊

宮井副会長、石井理事、高田委員長
他全委員

医療対策

10月10日
【Web】九州各県歯科医療安全対策担当者会　担当県：長崎県歯会
 （１）令和２年度各県事業計画及び予算（２）各県提出協議題
 （３）日本歯科医師会への要望及び質問　ほか

永松常務理事、椿理事、添田副委員
長

21日 医療対策委員会
 （１）事例報告検討（２）理事報告 永松常務理事、椿理事他全委員

22日 医療相談 永松常務理事、椿理事、岡田委員長、
犬束委員

センター・
介護

10月14日
在宅歯科医療連携室機能強化事業打合せ
 （１）在宅歯科医療連携室機能強化事業計画
 （２）在宅歯科医療従事者研修事業の内容検討（３）在宅歯科診療器材整備事業

松本常務理事、五島理事

17日 【Web】九州各県地域保健担当者会　担当県：長崎県歯 松本常務理事、五島理事

23日
【Web】在宅歯科医療連携室機能強化事業打合せ（各診療所）
 （１）令和２年度在宅歯科医療従事者研修内容検討（２）モデル地域の選定
 （３）訪問歯科診療リーフレット　ほか

松本常務理事、五島理事、我那覇委
員長、太田副委員長

厚生・医療
管理

９月24日
【Web】厚生・医療管理小委員会（各診療所）
 （１）九州各県担当者会議（２）医院継承と歯科衛生士マッチングの構築
 （３）医療管理講演会

宮井副会長、工藤理事、牧委員長、
池嶋副院長、町田委員

10月３日
八代健康診断（八代市医師会健診検査センター）

【Web】九州各県医療管理担当者会
　担当県：宮崎県歯 工藤理事、牧委員長

８日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
９日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
10日 八代健康診断（八代市医師会健診検査センター）

15日

菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
厚生・医療管理委員会
 （１）医療管理講演会（２）歯科衛生士リカバリーのＨＰ作成
 （３）オンライン資格確認Ｑ＆Ａ　ほか

宮井副会長、工藤理事他全委員

16日 菊池郡市健康診断（菊池郡市医師会立病院）
23日 球磨郡健康診断（あさぎり町免田保険センター）
24日 阿蘇郡市健康診断（阿蘇郡市医師会館）

医療連携
10月１日 委託事業打合せ

 （１）ヘル歯―元気8020支援事業（２）医科歯科病診連携発展事業（がん診療）
牛島専務理事、宇治常務理事、三森
理事

16日 【Web】糖尿病・歯周病医療連携研修会企画会議（各診療所） 牛島専務理事、松本常務理事、宇治
常務理事、三森理事

学　　院

９月26日 第１回各郡市会長・専務理事連絡会議
 （１）学院関係報告 牧学院長

28日 第17回理事会 牧学院長

10月８日 学院体験入学（夜間Ⅱ）
　参加者：４人 秋山副学院長

13日 第１回学院入学試験委員会
伊藤会長、牧学院長、宮井・椿副会長、
牛島専務理事、秋山・弘中副学院長、
正清教務部長

24日

学院推薦入学試験
　受験者：31人（指定校：20人、高校：11人）

牧学院長、宮井副会長、牛島専務理
事、秋山・弘中副学院長、正清教務
部長

第２回学院役職委員会 牧学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長



この保険は新型コロナウイルスの感染時に災害入院・災害死亡で保障されます



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

（N. T）

　今年のJ３リーグは当初予定されていた３月８日の開幕か
ら大幅に遅れて、６月27日に開幕しました。表紙の写真は
試合開始前のよく見かけるロアッソ熊本の集合写真です。
本来であれば肩を組んで密集して写真を撮影していましたが、
今シーズンは間隔を開けての撮影スタイルとなりました。
　今月号は山鹿市出身の河原創選手の特集を６～７頁に掲
載しております。シーズン中にも関わらずご協力いただき
ました河原創選手をはじめ、チーム職員の皆様に感謝申し
上げます。 ©AC KUMAMOTO
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もう、今年もあと一ヶ月ちょっとで終わりになります。
コロナが収束しない中、医科歯科には国から慰労金、支援金の給付が発
表されています。
手続きをしていない先生方がいらっしゃるのであれば来年の２月末が期
限なので出来るだけ早く申請してください。
その後、実績報告も忘れないようにしてください。
申請すれば貰えるものなのでコロナ禍で大変な中、きちんと手続きして
給付してもらいましょう。

●巻頭言（理事　五島 嘉人）····················3

●理事会報告 ·········································4

●特集··················································6

●リレー投稿48 ······································8

●委員会報告 ·········································9

 （厚生・医療管理、社会保険、広報、地域保健・センター介護）

●総合政策プロジェクト報告···················13

●郡市会報告 ·······································14

 （天草郡市）

●お知らせ··········································14

●新入会員··········································15

●熊歯乙女のひとりごと①　　　·············16

●報告················································16

●会務報告··········································18

の

編集者

つぶやき

主な行事予定 January1
4日（月）

5日（火）

19日（火）

23日（土）

26日（火）

事務局仕事始め

第37回常務理事会

第38回常務理事会

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議

第21回理事会

12
No.774

December 2020

（M. K）
（New）


